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第16回園芸展示会HortiContact 2019

展示会場

第16回となる園芸展示会 HortiContact は2月19日
～21日 18000 m2の展示フロア、468社の出展で
14000人の来訪者を迎えました。

他の専門化が進んだ展示会と比べ花卉、野菜、果樹から
温室建設、LED照明、園芸機械、生物防除から農薬、経
営コンサルタントまでと広範囲の業界を一カ所に集めた展示
会となっています。元々はオランダ栽培農家向けの展示会で
したが、回を重ねるに従い国際化が進み、一方オランダ人農
家の来訪は減少してきました。

会場にはFossielvrij Plaza(化石燃料無し)、Soft 
Fruit Experience(ベリー類体験)２ヶ所の講演場が設け
られそれぞれの専門家による講演がありました。
2020年度はHortiPackaging(包装)、Soft Fruit 

Experience(ベリー類体験)、Fossil Free(化石燃料無
し)、Cannabis(薬草)、Innovation Zone(技術革新)
などのさまざまなテーマに沿って行われる予定です。

ワーゲニンゲン大学研究所
の研究員による「化石燃料
無し」での講演会。

もちろんMPSのブースも。
トマトの茎を原料
にしたトマトの箱。

水耕栽培用資材。

花や野菜の自動販売機 花、野菜、果実の家庭用乾燥機 花を乾燥させてお茶やポプリに利用

Armada社のキク

会場
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昭和５５年に千葉大学園芸学部を卒業後、青年海外協力隊の隊員としてシリア国ドウマ農業
試験場に２年間滞在。帰国後大手種苗会社に入社、研究農場、オランダ駐在、開発部など
１２年間勤務。

オランダには２回、合計で７年間駐在し、当地に魅せられた私はここで生活することを選び、アールスメール
花市場にある切り花輸出会社へ転職、日本向け輸出業務に８年間従事した。

その後、日蘭の園芸交流をお手伝いする園芸事務所を立ち上げ、現在は園芸関係のガイド、翻訳、
通訳を生業としている。 ウェブサイト： www.tsushimaengei.nl

筆者プロフィール：対馬淳一

Schreurs社のバラとガーベラ。他の花卉専門展
示会に比べ出展会社、展示規模とも小さめ。

各ブースも小さい

マスコミ情報

日本農業新聞 2018年3月9日（土）

花き日持ち性向上対策 出荷前予冷が鍵

花きの日持ち性を高めるには出荷前の予冷が重要なことが、国産花き日持ち性向上推進協議会の調査結果で
分かった。内部温度が3度のコンテナで保管し、輸送する西日本産の菊類で温度を調べたところ、予冷しないと
積み込み後、半日以上たっても品温を下げる効果が低く、逆に品温が上がるケースもあった。品温はカビの繁殖
など品質に関係するだけに、出荷前の予冷の徹底が重要だ。

同協議会は農水省の花きの日持ち性向上対策実証事業の実施主体として、花きの生産者や流通関係者など
でつくる。このほど2018年度の同事業発表会があり、調査結果を報告した。
18度の品温の西日本産菊類を予冷せずに3度のコンテナに保管、輸送して品温を調べた。14時間余りたって

品温を調べたところ、16.4~21.5度とほとんど低下せず、一部は呼吸熱で保管前より品温が高くなった。
一方、真空予冷機で品温を8度以下に下げた後、3度のコンテナで保管、輸送した場合は、時間と共にコンテナ

温度は3度に近づいた。
調査したインパックの宮西陽郎部長は「冷蔵コンテナを活用しても品温が低下しない事例があった」と指摘。品温を

下げると日持ち性の改善だけでなく、カビの増殖を抑える効果を見込めるため、協議会は産地での出荷前予冷の
徹底が重要であると確認した。

また物流の効率化対策として、一部産地で行う花きと青果物の混載輸送の注意点が紹介された。農研機構
野菜花き研究部門の市村一雄花き研究監が、各農産物の成熟、老化に影響するエチレンの生成量を報告。
輸送時にエチレン濃度が高まると花きの廊下が進むため、「トマトやメロン、桃、リンゴなどエチレン生成量が多い
青果物との混載には十分に注意する必要がある」と強調した。

http://www.tsushimaengei.nl/
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